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は じ め に
平成9年3月31日其核微生物研究セ ン タ ー は10年の使命を終え, 改組され, 4月1日寅菌医学研究
セ ン タ ー として新たな発足の 時を迎えました, こ の 度の改組は尭核微生物研究 セ ン タ ー 磯風の10年間
の 死に物狂い の 努力によ り成し遂げられました. こ の 間それ こそ色々 の 勅書ありました. しか し職良
一 同 一 丸とな っ て この セ ンタ ー は泉南の分野で 日本の 中心と なる, いや世界の中心になるの だ, とい
う固い決意と使命感で 頑張り抜き, その目的を半ば達成するこ とがで きたの です. セ ンタ ー 長として
心 の底か ら感謝する次第で す.
さて , 本年4月1 日か ら発足した轟薗医学研究セ ンタ ー と, 10年前の英核微生物研究セ ンタ ー 発足
時と最も逢う大童な点は, E!本の 社会情勢の劇的な変化で しょ う. 戦後50年を鍵過 した今日, El本の
あらゆる分野で そ の制度はい きづ まりをきたし, ぎしぎしと音をたてて鯛壊しようと して おります.
こ の こと は現在騒がれ て い る行政改革, 経済の破綻等唐様も御承知の とおりで す. 大学も当然その渦
中にあり, 自己点検 ･ 自己評イ乱 任期軌 大学の Ag8 nCy化等, 矢継ぎ早に我 々 の胸元に突轟付け
られて おります.
しか し これらの 問題 は大学人と して本来は中央か らで はなく, も っ と早く我々自身から提起 して い
なければな らなか っ た の です.
真菌医学研究セ ン タ ー の 職員は, 真核微生物研究セ ン タ ー が10年時限と決められた施設で あ っ たた
めか, こ れ らの 問題に 比較的色感で あり各人それなりの努力 はしてきたと思い ます. しか しそれ は時
限を突破しよう, 生き残ろう, とい うような些か後ろ向きの 姿勢もあ っ た の で はない で し ょ うか . こ
こ で職員の皆様 に しか と心して い ただきたい こ と は, 時代は劇的に変化 しつ つ ある, いや変化したと
い う認識で す. 分か りやすい 例として挙げればオリ ン ピ ッ クで し ょう. 1984年 ロ ス ア ン ジ ェ ル ス で 開
かれ たオリ ン ピ ッ ク は, それまで 建前と して浅 っ て い た ア マ チ ュ ア リズム を完全 に捨て去り, 商業化
すな わちプ ロ フ ェ シ ョ ナ ル な大会 へ と変身 した の で す. すなわち米国を中心と した西欧諸国は強い者
ほいく らで も酬われ, 弱者 は容赦なく切り捨て ると い う弱肉強食の時代に入 っ て い っ たの で す. これ
は多く の人々 に と っ て 大変っ らい厳しい制度で す.
辛か不幸か, こ の 日本で は最近まで 政府 (官僚?) の庇護 の もと, こ の荒波を真 っ 向か ら浴びる こと
なく過 ごして こ られま した. しか しと うと う支え切れ なくな っ たの が昨今の 状況で はないで し ょうか.
真菌医学研究セ ンタ ー の ような組織は, こ の 荒波をま ともに受けざる を待な い で し ょ う. 特に 当
研究セ ンタ ー はC O Eに指定されて おり, そ の 評価の 厳しさ は皆様もひしひしと感じて い ると思 いま
す. こ の ような状況の もと, で は我々 の 将来は? と自らに問う時, 私の 考え は皆様の 多くと異なり
ます. 私は現在の状況を当研究セ ン タ ー に と っ て は正に千載 一 過の チ ャ ン ス と捉えて い る の です.
真核微生物セある真菌はこれから の生命科学の 研究の主役を演じること は間違 い な い で し ょ う . ま
して や昨年酵母 (Sa c cha r oTnyC e S C e r e Uisia e) の遺伝子地 図が完全 に解読さ れま した. 特に 強調
して 帝きたい ことは, 当研究セ ン タ ー は ( 病原真菌お よび真菌感染に主に焦点を当てて い るとはいえ)
真菌を基礎から応用まで総合的に取り扱う日本で唯∵ の研究施設で あるとい う こ とで す. 加えて 過
伝子資源と して重要な病原真薗､ 病原放線菌の分野で 日本の 国公立の保存施役として は唯 一 の もの で
あるこ とです. これらの こ とを我々職員 は大い に誇らねばなりませ ん. こ れ から我々 の なす べ きこ
と は, 一 丸となり誇りを持 っ て真菌研究 に遺進し, こ の分野 で世界の 中心に なる とい う目的を し っ か
りと持つ ことです. 今後 こ の 目的以外 の 研究を志す職員は, は っ きりい っ て必要で はなく, 切り捨
て て い か ざるを得ない で し ょ う.
波乱に薪ちた出発で はありま したが, 真菌医学研究 セ ンタ ー の 将来は希望に満ちあふ れて い ると私
は確信して おります.
職貞 一 同の益々 の奮起を期待する次第で す.
平 成 9 年12月27日
真菌医学研究セ ンタ ー 長
官 治 誠
